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言葉の世界について考える面白さを社会に伝えるための啓蒙活動にも取り組んでき

た。大阪府立高津高校、静岡県立富士高校、名古屋大学付属中学などに出前授業に赴

くとともに、京都国際文化協会主催の日本語教師養成講座で講演を行ってきた。令和

2 年度には、12 月 4 日と1月 22 日に京都産業大学付属高校で接続授業を行う予定

である。また日本学術会議第一部（人文社会科学分野）会員として、わが国の学術の

高度化に向けて内閣府に対して提言を行っている。

応用分野  Application areas

取り組んでいる研究内容と研究成果は国際的に共有されなければならないと考え、

それを実践している。研究論文や研究発表・講演の大半を占める本格的な印欧語研究

は，すべて英語で海外において発表してきた。またこれまで 55 名の海外の一線の研

究者を招聘し、国際的に互いに信頼できる協力関係を築いてきた。2007 年 9 月に国

際印欧語会議、2009 年 9 月に国際サンスクリット会議を京都大学で主催者として開

催し、それぞれの会議の論文集をドイツ Hempen 社から公刊した。今後も国際的な連

携のもとで研究を進めていきたい。

共同研究等へのニーズ  Need for joint research

インド・ヨーロッパ諸語の比較言語学的研究、
ヒッタイト語の歴史言語学的研究

キーワード 言語学、印欧語比較研究、ヒッタイト語

研究テーマ  Research theme 

■ “Some Old Morphological Features 
of Hittite Imperatives.” And I Knew 
Twelve Languages: A Tribute to Massimo 
Poetto on the Occasion of His 70th 
Birthday, ed. by Natalia Bolatti Guzzo 
and Piotr Taracha. Warsaw: Agade. 
2019.

主な研究業績
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